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2005年12月９日

関係各位

株式会社プライムポリマー

2006年第１四半期のＰＥ及びＰＰの価格について

　このたび弊社（本社：東京都港区、社長：木村峰男）は、2006年第１四半期（１月～３月）におけるポリエチレン（略称：ＰＥ）、ポリプロピレン（略称：ＰＰ）の　　　　価格について、下記のとおりといたしたくお知らせいたします。

記

１． eq \o\ad(対象製品,　　　　　)
ポリエチレン(HDPE,LLDPE,LDPE) 

ポリプロピレン
２．価　　　格
現行価格どおり

３．対象期間
2006年１月１日納入分から３月３１日納入分まで

４． eq \o\ad(理由,　　　　　)
弊社は、本年１０月以降、樹脂価格を四半期毎のナフサ見込み価格をベースとした定期改定方式をお願いしております。

2005年第４四半期（10～12月、以下４Ｑ）の価格については、９月の時点で、国産ナフサ標準価格を45,000円/klと見込み、これに見合う価格改定をお願いしました。この結果、お客様のご理解を賜り現在の樹脂価格はナフサ価格45,000円/kl相当になっております。しかし、４Ｑのナフサ価格は、当該額を上回る      47,500円/kl前後に達する見込みであり、弊社収益に大きな影響を与えております。

一方、2006年第１四半期（1～3月、以下１Ｑ）については、ナフサ価格を    45,000円/klと見込んでおります。本来であれば４Ｑにおける差額の調整をお願い申し上げるところですが、現下の状況を総合的に勘案し、ナフサ価格が大幅に変動しないかぎり現行価格を据え置くことといたします。

なお、2006年第２四半期（4～6月）の価格につきましては、当該四半期の       ナフサ価格見込みを基本に、４Ｑの調整分及び１Ｑのナフサ落付見込み分を加味して、改めて３月にご提案いたします。

弊社は、新会社としてのシナジーを徹底的に追及し種々のコストダウンを推進しております。今後とも、お客様への安定供給を果たしていくために、環境が    大きく変動する時代に適合した新しい合理的な価格体系について、お客様の    ご理解を賜りながら進めていく所存です。

以　上
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